
 

 

 肌を刺すような冷たい風に頬や鼻を赤らめながらも、園庭で元気に遊ぶ子どもたち。暦の上では春です

が、まだまだ寒い日が続いています。体調管理に気を付けて、元気に過ごしましょう。 
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まゆみの里保育園 

ほけんだより 

鼻水のおはなし 

鼻水は体を守るために必要なもので、花やのどに着

いたウイルスを排除するために出るものです。また、

炎症を気こした鼻の粘膜を守る役目もあります。 

 

季節の変わり目やアレルギーなどにより、子どもは鼻水が出やすくなります。鼻水の他に、

発熱、喉の痛み、食欲不振、黄色や緑色の粘り気のある鼻水が続くなどの症状があれば病院で

診てもらいましょう。 

どうして鼻水が出るの？ 

小さい子はこまめに吸い取って！ 

まだじょうずに鼻をかめない子は、ティッシュでこ

まめに拭いてあげたり、鼻水吸引器などを使って吸い

取ってあげたりしましょう。また、頻繁に鼻水を拭い

ていると、鼻の下の皮膚が赤くただれてくるので、そ

の場合は炎症を抑える軟膏を塗ってあげましょう。 

鼻がかめるようになったら… 

自分で鼻をかめるようになってきた

ら、片方ずつ、軽くかむように習慣付け

ましょう。強くかむと、耳を痛めてしま

ったり、炎症がひどくなったりすること

があります。 

また、鼻が詰まっていて鼻水が出ない

時は、水分をこまめにとり、部屋の湿度

を調節しましょう。 


